
む
ら

い

し
ん

じ

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

村

井

眞

二

専
攻
学
科
目

応
用
化
学

生

年

月

昭
和
一
三
年

八
月

略

歴

昭
和
三
六
年

三
月

大
阪
大
学
工
学
部
応
用
化
学
科
卒
業

同

四
一
年

三
月

大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同

四
一
年

三
月

工
学
博
士

同

四
一
年

四
月

大
阪
大
学
工
学
部
助
手

同

四
八
年

六
月

大
阪
大
学
工
学
部
助
教
授

同

六
二
年

八
月

大
阪
大
学
工
学
部
教
授

平
成
一
四
年

四
月

大
阪
大
学
名
誉
教
授

同

一
四
年

四
月

科
学
技
術
振
興
機
構JST
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
大
阪
館
長

同

二
一
年

四
月

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
理
事
・
副
学
長
（
現
在
に
至
る
）
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む
ら

は
し

し
ゅ
ん

い
ち

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

村

橋

俊

一

専
攻
学
科
目

有
機
合
成
化
学
・
有
機
金
属
化
学

生

年

月

昭
和
一
二
年

五
月

略

歴

昭
和
三
六
年

三
月

大
阪
大
学
工
学
部
応
用
化
学
科
卒
業

同

三
八
年

三
月

大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同

三
八
年

四
月

大
阪
大
学
基
礎
工
学
部
助
手

同

四
二
年

五
月

工
学
博
士

同

四
七
年
一
一
月

大
阪
大
学
基
礎
工
学
部
助
教
授

同

五
四
年

四
月

大
阪
大
学
基
礎
工
学
部
教
授

平
成
一
三
年

四
月

大
阪
大
学
名
誉
教
授

同

一
三
年

四
月

岡
山
理
科
大
学
客
員
教
授
（
現
在
に
至
る
）
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工
学
博
士
村
井
眞
二
氏
及
び
工
学
博
士
村
橋
俊

一
氏
の
「
遷
移
金
属
分
子
触
媒
に
よ
る
有
機
化

合
物
の
骨
格
形
成
法
と
修
飾
法
の
開
拓
」（
共

同
研
究
）
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

遷
移
金
属
元
素
は
典
型
元
素
に
な
い
酸
化
還
元
能
や
配
位
能
な
ど
様
々
な
化

学
的
特
性
を
有
し
て
い
る
。
と
く
に
適
切
な
遷
移
金
属
分
子
触
媒
を
設
計
す
る

こ
と
に
よ
り
、
有
機
化
合
物
中
の
特
定
の
化
学
結
合
の
切
断
と
形
成
の
過
程

を
、
円
滑
か
つ
反
復
し
て
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
村
井
、
村
橋
両
氏
は
こ

れ
ら
の
遷
移
金
属
の
特
性
を
縦
横
に
活
用
し
、
従
来
の
有
機
化
学
で
は
困
難
で

あ
っ
た
物
質
変
換
を
行
う
た
め
の
新
し
い
原
理
と
手
法
を
提
起
し
、
原
子
効
率

の
高
い
分
子
変
換
法
を
多
く
開
拓
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ル
テ
ニ
ウ
ム
を
は
じ
め

と
す
る
遷
移
金
属
を
含
む
分
子
触
媒
を
用
い
て
、
反
応
性
に
乏
し
いsp

2

な
い

しsp
3

炭
素
―
水
素
結
合
の
活
性
化
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
種
々
の
反
応
活

性
種
の
創
成
に
よ
る
新
し
い
分
子
変
換
法
を
開
拓
し
、
当
該
分
野
の
学
術
を
大

い
に
進
展
さ
せ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
新
手
法
は
生
理
活
性
物
質
や
機
能
性
物

質
の
化
学
合
成
に
広
く
応
用
さ
れ
、
産
業
技
術
の
発
展
に
も
貢
献
し
た
。
こ
の

研
究
成
果
は
省
資
源
・
環
境
低
負
荷
型
の
物
質
変
換
を
可
能
と
し
、
将
来
の
持

続
可
能
な
社
会
の
形
成
に
向
け
た
方
向
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

村
井
眞
二
氏
は
、
新
触
媒
反
応
の
研
究
を
通
じ
て
、
従
来
不
可
能
視
さ
れ
て

き
た
炭
素
―
水
素
結
合
を
有
機
合
成
化
学
に
利
用
す
る
実
践
的
手
法
に
道
を
拓

い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
、
入
手
は
容
易
だ
が
、
非
極
性
な
単
純
構
造
ゆ
え

に
反
応
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
多
く
の
化
合
物
を
価
値
あ
る
物
質
へ
高
効

率
で
変
換
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
新
し
い
型
の
ル
テ
ニ
ウ
ム
錯
体
触
媒
を
用

い
る
こ
と
、
さ
ら
に
反
応
基
質
に
つ
い
て
は
触
媒
中
心
へ
分
子
内
配
位
を
可
能

に
す
べ
く
分
子
設
計
す
る
こ
と
が
成
功
の
鍵
と
な
っ
た
。

同
氏
は
ル
テ
ニ
ウ
ム
錯
体
を
触
媒
に
用
い
て
、
様
々
な
芳
香
族
ケ
ト
ン
と
オ

レ
フ
ィ
ン
類
を
反
応
さ
せ
て
、
高
収
率
か
つ
高
選
択
的
に
芳
香
環
ア
ル
キ
ル
化

体
を
合
成
す
る
方
法
を
見
出
し
た
。
反
応
効
率
は
き
わ
め
て
高
く
、
多
く
の
場

合
生
成
物
の
収
率
は
定
量
的
で
あ
る
。
本
手
法
は
ケ
ト
ン
以
外
に
、
様
々
な
芳

香
族
化
合
物
な
ど
広
範
囲
に
適
用
可
能
で
あ
り
、
一
般
性
の
高
い
反
応
へ
と
展

開
さ
れ
た
。
こ
の
触
媒
反
応
は
多
段
階
機
構
を
経
て
進
行
す
る
。
古
く
一
九
六

〇
年
代
か
ら
炭
素
―
水
素
結
合
を
利
用
す
る
際
に
、
触
媒
サ
イ
ク
ル
の
最
初
の

段
階
で
あ
る
金
属
に
よ
る
炭
素
―
水
素
結
合
切
断
が
最
も
困
難
で
あ
る
、
と
考

え
ら
れ
て
き
た
。
三
〇
年
の
ち
村
井
氏
は
、
詳
細
な
実
験
に
よ
り
こ
の
作
業
仮

説
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
触
媒
サ
イ
ク
ル
の
最
後
の
段
階
を
円
滑
に
進

行
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
最
重
要
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
新
し
い
指

導
原
理
の
提
案
に
よ
り
、
こ
の
分
野
の
研
究
は
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
る
こ
と

三
二



に
な
っ
た
。
村
井
氏
は
、
さ
ら
に
多
様
な
新
規
変
換
反
応
を
見
出
し
、
有
機
合

成
化
学
に
お
け
る
分
子
変
換
法
の
新
し
い
流
れ
を
作
っ
た
。

村
橋
俊
一
氏
は
酵
素
を
範
と
す
る
環
境
調
和
型
の
酸
化
触
媒
な
ら
び
に
酸
・

塩
基
代
替
中
性
触
媒
に
関
す
る
新
し
い
概
念
を
提
起
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
多
彩

な
新
形
式
の
触
媒
反
応
を
開
拓
し
た
。
酸
化
反
応
は
有
用
物
質
の
化
学
合
成
の

基
本
で
あ
り
多
く
の
反
応
が
開
発
さ
れ
て
い
る
が
、
し
ば
し
ば
金
属
酸
化
物
や

ハ
ロ
ゲ
ン
化
合
物
な
ど
が
依
然
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
廃
棄
物
処
理

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
村
橋
氏
は
環
境
調
和
型
の
酸
化
反
応
を
可
能
に
す
べ

く
、
独
自
の
視
点
か
ら
シ
ト
ク
ロ
ムP−

450
酵
素
や
フ
ラ
ビ
ン
酵
素
の
代
謝
機

能
を
範
と
し
て
、
遷
移
金
属
錯
体
触
媒
や
有
機
分
子
ル
ミ
フ
ラ
ビ
ン
を
触
媒
と

す
る
新
形
式
の
酸
化
反
応
を
発
見
し
た
。
天
然
の
シ
ト
ク
ロ
ムP−

450

の
鉄
オ

キ
ソ
活
性
種
に
対
応
す
る
人
工
ル
テ
ニ
ウ
ム
オ
キ
ソ
活
性
種
を
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン

を
用
い
ず
に
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
、
幅
広
い
基
質
に
活

用
で
き
る
新
し
い
環
境
調
和
型
の
酸
化
反
応
を
多
数
開
拓
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

医
薬
合
成
に
お
け
る
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
β－

ラ
ク
タ
ム
の
効
果
的
な
酸

化
反
応
を
確
立
し
、
抗
生
物
質
製
造
の
重
要
な
共
通
中
間
体
の
工
業
的
生
産
に

貢
献
し
た
。
ま
た
、
同
氏
は
金
属
酵
素
と
有
機
酵
素
の
代
謝
機
能
を
相
補
的
に

研
究
す
る
た
め
に
、
フ
ラ
ビ
ン
酵
素
の
酸
化
機
構
を
速
度
論
か
ら
研
究
し
、
有

機
触
媒
ル
ミ
フ
ラ
ビ
ン
に
よ
る
酸
化
反
応
を
発
見
し
た
。
こ
の
触
媒
に
よ
る
常

温
の
酸
素
酸
化
は
酵
素
反
応
に
匹
敵
す
る
高
効
率
な
方
法
で
あ
り
特
筆
に
値
す

る
。
こ
れ
ら
の
新
形
式
の
酸
化
触
媒
反
応
は
学
術
的
に
新
し
い
分
野
を
拓
く
と

と
も
に
、
生
物
活
性
物
質
や
化
学
工
業
中
間
体
の
合
成
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い

る
。さ

ら
に
村
橋
氏
は
一
九
七
八
年
パ
ラ
ジ
ウ
ム
触
媒
に
よ
る
ア
ミ
ン
の
特
異
な

反
応
を
発
見
し
、
そ
の
機
構
を
詳
し
く
調
べ
て
遷
移
金
属
錯
体
が
ヘ
テ
ロ
原
子

の
α
位
のsp

3

炭
素
―
水
素
結
合
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ

れ
を
契
機
に
低
原
子
価
の
ル
テ
ニ
ウ
ム
化
合
物
な
ど
の
遷
移
金
属
錯
体
を
用

い
、
多
く
の
ヘ
テ
ロ
原
子
化
合
物
のsp

3

炭
素
―
水
素
結
合
を
活
性
化
し
、
炭

素
―
炭
素
結
合
形
成
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
従
来
の
強
塩
基
触
媒
を

代
替
し
、
中
性
条
件
下
で
反
応
が
進
行
す
る
。
さ
ら
に
本
触
媒
は
強
酸
、
中
性

の
酸
・
塩
基
両
性
触
媒
と
し
て
も
機
能
す
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
こ
の
両
性
触

媒
は
多
段
階
合
成
、
さ
ら
に
自
動
合
成
手
法
に
極
め
て
有
効
で
あ
る
。
塩
を
生

成
し
な
い
プ
ロ
セ
ス
を
開
拓
し
た
画
期
的
研
究
と
い
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
村
井
、
村
橋
両
氏
は
遷
移
金
属
元
素
の
化
学
的
特
性
に
着

目
し
、
新
規
触
媒
を
設
計
、
数
々
の
未
踏
の
化
学
反
応
を
開
拓
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
実
践
的
有
効
性
を
実
証
し
た
。
研
究
成
果
の
学
術
お
よ
び
化
学
産
業
技
術

へ
の
貢
献
は
大
き
く
、
国
の
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
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